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プリユーミンのコンビナート論における廃物問題

一一プリ 1 ーミン『資本主義的コンピナートイヒ』の検討を中心に

吉田 文和

はじめに

本稿は， rコンビナートと公害」分析の準備作業として，今日においてもコ

ンビナ ー ト 論 の 古 典 の位置を占めている，イ・ゲーブリユーミン『資本主義的

三 Y ピブート化.!I"における廃物問題の分析を，前稿"で提起した「不変資本充

用上の節約」視点から 検討することを課題としている。

周知のとおり，現代日本の公官の多〈は，臨海重化学工業コンピナートにお

1) イ ゲ・プリュ ミン(11.r. EJI幻MHH)著『資本主義的コソピナート化j](Kanuma.!lucmt同eC/':Qe

1(Q.M.6UHUpooanue)は19-34年ソ連で山版され.1937年松崎撤太郎民によって『多角形企業論』と

して邦訳された。~多角形企業論』という邦訳題名は，原語からいっても，内容からみても不適

切であり， W資本主華的コンビナート化』が適当であろう a 松崎民の邦訳は当時として大生苦労

されたものであるが.急がれたものであるためか，誤訳が多く，日本語としても意味不明部分が

ある。本稿では，原書に当りなおし，訳語を変えた部分がある。原書利用にあたり，安井恒則氏

に御世話になった。また，訳出にあたり，中江幸雄氏に醐世話になった。記して感謝する次第で

ある。

なお，タリューミソは， 1897年に生まれ.1959年に死去したソ遣の桂商学史家であり，主に近代

経済学批判を専門領壌としていた。著書と Lて以下りものがある， Cy白 e1CmU8HaJl時間岬 e
の'p:Jfcyas1tott nO皿 m削 eCKOU 31COHO.M:UU， 1928 (Ifプルヅョア経済学における主観学時，)。

。叩P刷印ope.Awuwr16ypJICya31iOU m四 pem削 eCl(o(t 8KOnO.MUU. K xapaKmepucmuκe 

cof1tua/lb必020ftanpao.llcH.u5l， 1930 (If現代プルジョア理論経済学概説，社会的陣内目性格規定

のために~)。 且.P03eHoepK， HcmopuJl nO/lUmU'ieCKoit 3K01tO.MUU. 1940 (Ii':経済学説史J，邦

訳あめの一部執筆。 Kpumμ回目opeA何 'H，HOU 6y p:JICya3Hou nOAumu<tecKoil 3KOftO.MUU 

Am/luu， 1953 (Iiイギリス現代プルク言ア経済学批判J1)QO'tepKu coope.J.-teHHoti dyp:JfCya3Holi 

即岬問問。C1(O(t 1KOHOMUU C丘iA，1956 (Wアメりカ現代プノレジョア経欝学概説J¥ KpU3UC 

coope.M回 HOU6yp:JICya3lwu flO./lUmU'f.eCKOii 31COH.O.MUU. 1959 (Ii'現代プノレショア経理拝。危

.機ム邦訳は平館，宮崎『近代経済学の再検討J1961年)0HCmopUfl [}κOHO.M山町/CuxY句削ua，

1961 (11:経済学説史')， Kp山間同 6yp官 ya3uoilnO.llumu'tec1Coii 3KOHO.MUU T. 1-3， 1962 

1963 (1プノレゾョ?経済学批判的。

2) 却稿， rr不変資本充用上の節約」の位置と構成J，W軽済論叢』第117巷第5，6号， 1976年@
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いて発生している。このため Iコンピナートと公害」の理論的分析は公害論

と技術論の重要な課題となっているが，今日まで充分な成果が得られたとは必

ずしもし、い難しこの問題についての先駆的業績である，プリユーミンのコン

ビナート論が，多くの論者によってかなり洛意的に，無批判に引用されている

状況である。

そこで，本稿ではとりあえず，ブリユーミンのコンビナート論における廃物

についての理論問題に焦点をあてて検討し， コンビナートの本質規定，形成論

理の問題については後日を期することにした。

まずはじめに. r資本主義的コンビナート化」における主要な分析対象が原

料総合利用コンビナートであり，有名なコンピナートの三段階論は，段階規定

というよりも，本質的に論理規定であることをあきらかにし，原料総合利用コ

ンピナ←トにおいては，原料総合利用にもかかわらず. ¥， 'iJ吋こ廃物を排出する

か， とL、う資本主義的ヲンピナートの基木問題に対 Lて，プリ z ーミンは問題

意識を示Lていないことをあきらかにする。

つぎに，この原因として，プリユーミ Y理論における廃物利用の分析を検討

し，その分析が素材と経済的形態規定を正しく統ーできず，素材分析に偏り，

経済的形態規定を不充分にしか考察していないこと，さらに，廃物利用におけ

る「二つの節約J.I廃物の再利用」と「廃物を出さないようにする節約]の理

解が一面的であることを示じたのち，以上のような偏向をもたらした方法論的

問題として，均衡論的偏向が存在していることを指摘する。そ Lて，以上の結

語として，フリユーミン理論における「コンピナートと公害」論を検討し，筆

者の積極的見解をのベることにしたい。

I 論理規定としてのコンビナー卜の三形態論

従米，ブリユーミンのコンビナートの三形態論が，コンビナー l分類の定説

として，とりあっかわれてきに。しかし，プリユーミンの所説士子細に検討「

ればあきらかなように， この三形態論は，発達段階による区分であると同時に，
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論理的に単純なものから複雑なものをあらわLている。

第 2章「コンビナ}ト化の諸形態」第2節「コンビナート発達の諸段階」の

総括部分においてつぎのようにのべている。

「コンピナ 、化は三つり形態で実現する。すなわち， (イ)基本的原料の連続的加工

に基づ〈コ γ ピナート化， (ロ)廃物 (OTXO，lUの利用に基づくコンビナート化，り原料の

総合的利用に基づ〈コンピナ ト化，である。各々のちに〈る形態は，その前の形態

。発展をあらわしている。そり各々りちに〈る形態は，その前の形態の基礎上で発達

L その前の形態を消滅きせず，それを包含する。廃物 (OTXO") 0)利用が基礎的役

割を演じているコンピナ トが，その内部に基本的原料加工の連続する個々の段階白

存在を排除しなレことはあきらかである。全〈同様に，原料り総合的利用に基づ〈コ

ンピナートイヒにおいて， 各種目廃物 (0叩 0") のあらゆる利用形態が極めて広汎に発

達している。」引

このように，原料の総合利用に基づ〈コンピナートを表象において，論理的

により単純なものに分解して， (イ)から(ロ!)， (ロ)から付六と再構成するものとなっ

ている。すなわ札制原料の総合利用コンビナートは，廃物の利用が主主礎的役

割を演じており， (iロ)廃物の利用に基づくコンピナートが付の基礎にある。この

(ロ)を分析すると，そのなかに基本的原料加工の連続する個々の段階の存在を含

包している。したがって， (ロ)の基礎には(イ)が存在する430

この立場から，コンピナートの段階規定と部門的形態を分析した第2章「コ

ンビナート化の諸形態」は，主に原料総合利用コンピナートを実例としてとり

あげ検討している。

以上のように，プリユーミンにあっては，原料の総合利用に基づくコンビナ

ートが表象・分析対象として存在しており，資本主義的コンピナート化が原料，

副産物の総合利用コンビナートにあっても，廃物を排出するという問題所在，

3) H. r. BJl!OMllH， yKG3. CO'f.， CTp. 75，邦訳，前掲書:， 119へ 三λ 時点は引用者。
の この点を強調した論士として，姻江英一「結合企業の重層性J r経済論叢』第 108巻第1号，

1971年。
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さらに，その根拠を素材と経済的形態規定を統一して分析するという視角は，

はじめから問題意識としてきわめて希薄なものとなっている。この点がプリユ

ーミンの廃物問題のあっかいをみる上で前提となる問題であるヘ

それでは，つぎに，この原因となり，あるいは，己の結果となっているプリ

ユーミンのコンビナート論における廃物問題の分析を検討Lょう。

11 廃物利用の経済的形態規定の不充分性

『資本主義的コンビナート化』における廃物問題分析は，一言でいえば，素

材分析に偏札経済的形態規定が不充分であり，とくに「不変資本充用上の節

約J， 利潤率，生産費低下の視点が欠如していることが特徴となっている。つ

ぎに，プリユーミンの記述に沿って，①生産の連続性t廃物利用，②生産の集

積と廃物の大量性論，③廃物利周技術分析.④廃物利用と原料価格低下，競争

激化，⑤動力廃物利用，@鉱津利用問題に整理し，検討Lょう。

① 生産の連続性と廃物利用

『資本主義的コンビナート化』緒論において，廃物の化学的性質から生産の

連続性を説明して.つぎのようにのべている。

「多数の廃物 (OTXOII) は，すぐさま加工されなければならない。でなければそれ

は失われる。後町場合〔化学的加工ー・ーヲ|用者〉においては，連続性が(単に原料加

工の際に労働D生産力を高めるという条件だけではな<)， 原料加工そ白もののため

の条件を創出する。 ーとくに 冶金業(そこでは，それがきわめて大規模に達し

た〉におけるコ γ ピナート化の進展りため白技術的諸前提の創出においτ，極め工大

きな役割士演じたのは，マルクスにより指摘された生産諸過程の急速化であるJ6)0 

そして w資本論』第 2巻第 2篇「資本の回転」第13章「生産期間」におけ

5) こ申点に関連して.宮川宗弘氏のつ曹の指摘が重参考となる， rζDプリューミ γの観点一一一原
料の綜合的利用一一ーは彼がコンピナ トについてりレーエンの指摘から出発しながら，じつは彼
の属する社会主義経済における当時の生産のあり方s 国民的資源の有効的利用といった観点をも
E司央しているようにみえる，J crコγ ぜナ トの基本的性格と成立白条件J W立教経F持勺第16
巻第2号. 1962年， 83ベジJ

6) H. r. l).n向MHH，yKa3・叩<t.， CTp. 10，邦訳，前掲書.12ーミ ク。
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る鉄生産の例が引用されているヘ しかし，引用された『資本論』は，資本の

回転の「生産期間」短縮の例として，鉄生産の技術変化をとりあげ，素材分析

と経済的形態規定分析を統ーしておこなっているのである。しかし， w資本主

義的コンビナート化』は， r資本の回転」には言及せず，廃物の化学的性質の

みから生産の連続性を直接導き出している。すなわち，素材分析のみで，経済

的形態規定なしで生産の連続性を説明しているのである。このように， ~資本

論』を引用する際も，原典における位置づけを無視して引用することが f資

本主義的コンビナート化』には特徴的 Eある。こりことは，つぎの，生産の集

積と廃物の大量性論におし、ても同様である。

① 生産の集積と廃物の大量性論

第 1章「コ Y ピナート化の推進力」第2節「集積とつンピナート化」におい

て， r生産の集積」→「廃物の犬量性」→「原料の総合利用J→「コンピナー

ト化」 を 展 開 し て ，つぎのようにのべている。¥

「廃物 (OTXO疋)利用は， 原料の総合的利用の発達においては極めて重要な契機で

ある。マノレグスは生産の廃物(町百p配)利用の重要な意義を指摘した。廃物 (OTXo~)

は，広汎に利用古れ，生産の集積の一定の段階においてのみ，エピソ ド的現象から，

より普及した現象となる。J"

そして， w資本論」第3巻第5章「不変資本充用上の節約」における廃物利

用問題を引用してベ つぎのようにのべている。

「廃物 (oT6p凹)利用の発達において，二つの段階を認めることができる 0 (1)廃

物 (OT6pdC) は，それを有利に生かす可能性があらわれるかぎりで，取引り対象にな

る程り量で得られる。これは，充分高い水準の生産の集積を前提する。(吋廃物 (OT-

upoc)はヲ生産の規模の著しい巨大化と関連して，それを同一白企業で加工する ιと

7) K.arl Marx-'Friedri'ch -E.噌"</，協Terke.Bd. 24， Dietz Verlag， 1962. S. 242調唱凡 『マル
クス=エンケ。ルス全集』第24巻， 29S-294ページ固

'8) 目 r.sJHOM剛 .yk.回白紙."CTp. 32，邦訳，前掲書:.47ベーシー
:9) Karl Marx-Friedriιh Engels耳ペ"erke，Bd. 25， Dietz Verlag， 1962. S. 90， 110，邦訳『マ
パクス=エンゲパス全集』第田巻第1分冊. 101， 1訂(ージ。
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が有利で，可能となる程の量で得られる。これは生産の集積のなお一層高い水準を前

提する。

大規模な生産りみが，廃物 (oropoc)の経済的に合目的的で効率的な利用のための

諸条件を創出するという規定の，多くの例証をあげる ζ とができる。Jl())

ここでは， r生産の集積」→「廃物の大量性」→「原料の総合利用」→「コ

ンビナート化」という展開がされている。しかし，マルクスからの引用はとも

に「不変資本充用上の節約」からのものであるが，プリユーミンにあってはそ

の規定が 切なされていない。また，廃物利用の条件，すなわち， r廃物の大量

性，機械の改良，科学の進歩Jl1)のうち， r廃物の大量性」のみが指摘されている。

『資木主義的コ γ ゼナート化」にあっては， r生産の集積」と「コンピナー

ト化」の媒介項左して， r廃物の大量性」が位置づけられており， r廃物の大

量性」という素材面が分析の中心となっているため，廃物利用の経済的形態規

定が欠如し1'2)， Lたがって，コンビナート規定そのものの経済的形態規定の不

充分性をも招〈ものとなっているのである'"

また，素材面でみても，廃物利用の条件のうち， r機械の改良，科学の進歩」

が軽視され，この点をめぐる経済的分析が課題として残されている。つぎにこ

の点についてみよう。

①廃物別用技術分析

第 1章第4節「コ Y ピナート化と技術的発達」において，技術主義的偏向と

技術無視論をともに批判してヮぎのようにのべている。

「コンビナート化が技術的発達に依存している例証としてつぎのような例が引用で

きる。さきにわれわれは，ベッセマー， トーマス，マルチンなどの製鋼法白広範な利

用が，冶企業コンピナ ト自発達において大きな役割士演じたことを指摘した。J14)

10) H. r.6J>ωM山 I 'yKa3. (;O'l.， 廿p.32，邦訳，前掲書.岨ベージ。
11) K. Marx，αp. a九回 25. 弘 111，邦訳，前掲書，第25巻第1分冊， 127へージa

12) 荷物利用の経演的形態規定性については，前掲拙稿を参伊のこと。
13) との点については，石田和夫『コンビナートと帯冊目研究..!l197C年. 193へ ν以下を重量照の

こと a

ユ4) 11. r. 6J1lOMIIH. ーVKQ3• 田町" CTp. 42，邦訳，前掲書"'65ベジ。
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コンピナートについての技術主義，技術無視論をともに批判しながら，具体

的な廃物利用技術を分析するにさいして，廃物利用技術を規定する経済的形態

規定，とくに，市場問題と「不変資本充用上の節約」による生産費の低減問題

の分析がみられない。

たとえば，戦前日本における製鉄所コークス工業における副産物回収の契機

をみると，市場問題の重要性を指摘できる。すなわち1タールピッチ蒸溜は日

露戦争中の海草ピッチ煉炭使用が契機となり，ベンプール回収は，第一次大戦

による輸入途絶が原因となった染料不足が契機となっている'"

また，製鉄業経営にとってのコークス副産物は，とくに第次大戦後不況下

の生産費低減の一大手段として，すなわち「不変資本充用上の節約」による生

産費低減として，きわめて重視されたものであり， r近年回収法の改善に伴ふ

品種数量の増加正其用途の拡大に依り副産物回収の利益は著し〈増大し，其骸

炭製造費に対する比率は 3割乃至5割に達せしを以て，鉄価の暴落に依旬著し

き経営難に当面せる本邦製鉄界に於ては副産物の地位は益々重きを加へJ10
) と

評価されたものである。

このように，廃物利用技術分析にあたっても，素材と経済的形態規定を統一

的に分析することが不可欠なのである。

④ 廃物利用と原料価格低下，競争激化

『資本主義的コンピナート化』は，廃物利用による生産費の低下にもふれ，

第 2章第2節「コンビナート発達の諸段階」において，つぎのようにのべてい

る。

「廃物 (OTXO~) の広汎な利用は，競争を新しい高さにひきあげ，競争を大規模な

ものにする。まず第一に考慮しなければならないのは，魔物拘置即刻から得られた

生産物は，基本的原料から得られた同ーの生産物よりも，はるかに低い価格で，しか

も他は同等な条件のもとで，実現されうるということである。魔物(町四国幸胴は，

15) 日本タール協会『タ ル工業改埠史.!I1951年:， 17-20， 36-38ページ。
16) 鉱山懇話会『日本鉱業発達史，中.n1932卑， 781ベ一九
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事実上，若干D生産にとり，原料を無償の原料に変え，それによって著しく投資効単

を高める。J17)

そして， w資本論』第 1巻第22草「剰余価値の資本への転化」におι]る，化

学の進歩による廃物の再利用川と，第 3巻第5章における，廃物の再利用によ

る原料費の低下'"を引用して ζ うのベている。

「問題は，廃物 (OTXO，却が生産過程を通過した産物であり， それ故に，それがあ

る程度すでに準備的加工を受けている 左いう点にある。廃物 (OTXOJl)が.しばしば，

多少の加工を受けた原料としてあらわれる以上，それは，その更なる加工にさいし，

より少ない資本支出しか要しないDである。」田》

廃物利用による原料価格低下，それによる競争激化を指摘したものとして重

要であるが，引用されている『資本論』の位置づけ，すなわち，利潤率→不変

資本充用上の節約→生産費低下，についての視点が不明確なため，廃物利用が

競争激化を招くプロセスを貫く経済的形態規定が欠如している。

また，引用された『資本論』第 1巻第22章では，廃物利用の条件のーっとし

て， r科学の進歩」が指摘されているが， w資本主義的コンビナート化』では，

ふれていない。廃物利用のための科学・技術研究が原料価格を低下させ，ある

いはプロセスを激変させ，競争激化を招く，現代化学工業の矛盾は，この問題

の分析ぬきにして解明で吉ないであろう。 w資本主義的ヨンピナー卜化』は，

廃物利用の条件として r廃物り大量性」のみをとりあげ r生産の集積」と

「コンピナ ト化」を媒介させているため，引用されている『資本論』に出て

いる「機械の改良，科学の進歩」の分析が欠落せざるをえなくなっているので

ある。

とのように， w資本主義的コンビナート化』は，重要な問題指摘をおこない

ながらも，古典における規定をふまえた上での分析が不充分なため，経済的形

17) H. r. B凋lOMI:IH，y1Ca3 田昭， CTp. 64--65，邦訳.前掲書:， 102へージ。
18) K. Marx，噌 α't.，Bd. 23， S. 632，邦訳，前掲書，第23巻第2分冊， 789ヘシ。
19) K. Marx， op. cit.， Hd. 25， 5.. SlO，邦訳.前掲膏.第25巻第l分冊， 1U1ベージa

叩) 11. f. EJlIOMHH， y1Ca3田町， CTp 伍，邦訳，前掲書， 1回へージ。
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態規定の分析が弱くなり，古典の引用にもかかわらず r資本主義的コ Y ピナ

ート化」を充分分析できずにとどまっている。このことは，つぎの動力廃物利

用問題においても同様である。

⑤ 動力廃物利沼

コンビナートにおける動力廃物利用の重要性を，正当にも指摘した数少いコ

ンビナート論に，この『資本主義的コンピナート化』をあげる ζ とができる。

マルクスの廃物理論においては，動力廃物利用について充分展開されておらず，

「資本主義的コンピナート化』は，動力魔物利用に着目してヨンビナ トを分

析した先駆的業績のーっといってよいであろう。冶金業コンピナートを分析し

てつぎのようにのべている。

「個々の段階の問の中断を完全に除去じた ctに上って，コンビナート化された企

業は，大きな節約を得ることができたのである。(原注〕冶金業コンビナ トについ

てD最初の精細な労作を書きあげたハイマンの資料く『ドイツ大製鉄業における混合

企業j，1904年， 212へージ)に主れば，銑鉄を転炉に直接に移すととから得る冶金業

コンビナートの節約 (c白戸市eHHe)は〔銑鉄1トン当り) 5マルク，鋼を圧延工場へ

直接じ移すことかち得る節約は2.5マルク，熔鉱炉施設で働いているガス機械の使用か

ら得る節約ji4マルクに等しい。熔解した銑鉄および銅の，燃料のよの種の利用。、

わゆる ineine:r H比zeでの生産〉は， その金属に対 G，とくに高度の要求を出きな

いような場合に寄ら適用されるものである。J2D

ここに引用きれているハイマンの本は，製量実業における l経営結合」の利益

として，(!:燃料節約， ①中間運送費の節約， ③共通設備費節約， をあげてい

る2230 このうち，プリュ ミンは，①のみをとりあげ Cいる。

④②⑨は，ともに「不変資本充用上の節約」であり， w剰余価値学説史』第

20章「リカード学派め解体」におし、て，結合生産 (Ko血binatIon) による生産

21) 11. r， !ljJ福山IH，y<<，何回包 I'CTt. -92"':93，邦訳.前掲書"148へージ。

22) H. G. Hey血Auln，日'g<岬üscht~n' "えerkeim deutschen Grosseueng抽出円台， 1904， S 
212-S.213 
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費の節約としてつぎのように指摘されている内容である。

「ここ(結合生産〉で規定的である白は生産費C現実申節約であって，それは，運

輸時聞の節約，建物や燃料や動力などの節約，原料などの品質に関するより厳密な検

査などによるものである。J2a.)

『資本論』において， I不変資本充用上の節約」として位置づけられる内容

を「結合生産」の問題からみたものである。マルクスが理論的・一般的に指摘

した内容が，銑鋼一貫製鉄所を分析したハイマ Yの研究によって裏づけられた

ものである。

コンビナートを分析する古いには I不変資本充用上の節約j視点を，この

指摘に沿って発展させることが不可欠となってくる。ところが，ブリヰーミン

にあっては，ハイマンの指摘を参照~，別の箇所て『剰余価値学説史』白芭き

の箇所を引用しながらも 2U，動力廃物利用を「不変資本充用上旬節約Jとして

位置づけることができず，冶金業':1/'ピナートそのものが I不変資本充用上

の節約」によるものであることを看過してしまっている。

以上のように『資本字義的コンビナート化』は，動力廃物利用コンビナート

のすぐれた素材分析であるにもかかわらず，経済的形態規定が不充分なため，

部分的な分析にとどまっているのである。

⑤ 鉱津利用問題

『資本主義的コンビナート化』における，廃物利用の経済的形態規定の不充

分性の具体例として，最後に，製鉄業の鉱淳利用問題を分析しよう。第2章第

3節「資本主義的コンピナートめ主要伝部門的形態jにおいて，製鉄業の鉱津

利用は，つぎのよう ιのべられている。

「コンビナートに全く新しい諸部門がひき入れられるので，この基礎田上-C'.冶企

業コンピナートの狭陸な部門的性格D克服がおこる。とてにそこで極めて大きな意義

23) K. Marx， op. cit.， Bd. 26， Dritter Teil， S. 213，邦訳， 前掲書，第26巻措3分冊. 285-286 

へーシ。
24) 目.r. BJUQMH"ti， y1Ca3. c;例 I c'rt.24，邦訳，前掲書， 35ページ。
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をもっているのは鉱津の利用である。鉱津の一部分は，われわれがみたように，直接

に熔鉱炉へ行く。その結果として，鉱津は，セメント生産および煉瓦生産のためのす

ぐれた原料である。これらの生産は冶金工場と=ンピナート化される。鉱津の一部は，

ガラス生産に利用されうる。リンに富んだトーマスおよび司ルチンの鉱停は，直接的
ひ，
保直しりのち，優秀な肥料になる。 …J'日

この記述によれば，鉱津の用途が広<.すべて利用されるかのようにうけと

れるが，現実はどうであろうか。この本じ時代も国も違うが，現代日本の鉄

鋼鉱淳利用状況をみよう。

1974年の日本における鉄鋼産業廃棄物の発生，処理状況調査制によれば，

産業廃棄物として日本の最大規模である鉱洋が4652万8千トンむ銑鉄生産量の約

半分)発生し，そのうちパラ 1 として 44.1%が処理され， ついで埋立が 38.5%.

水津が4.4%.再利用鉄源が4.3%. 肥料が1.7%1:.処理きれている。 4割近くが

埋立処理され，有効利用されている鉄源.肥料はわずか 6%にしかならないの

である。

現代の原料総合利用ヨンピナートの典型である製鉄業コンピナートが産業部

門別にみて，最大の廃物排出産業となっているのである。

鉱淳の本格的有効利用率がわずか 6%にすぎない原因は，原燃料価格水準，

市場問題，を前提にして，鉱津処理費用が高価格になることにあるとみられる。

廃物利用問題は，きわめて経済的な問題であり，巨大な原料総合利用コンビナ

ートから排出される大量の廃物は，きわめて複雑な廃物で処理費用が高水準に

なるか，鉱洋のように主原料である石灰石が比較的安価であるため，再利用費

用と比較して，低水準であるためか，再利用しても市場が不足しているか，な

どの理由によって排出されるものなのである。

以上のように，廃物利用問題は，再利用法が存在する，あるいは開発される

という素均歯の分析のみでなく，市場問題，原燃料価格水準，再利用費用，な

25) I1. r. EJlIOM聞 ，yKa3 田昭 CTp95.邦訳，前掲書， 152ヘグ。
26) 日本全体の91.8%を調べた通産省調車 『鉄鋼調査週報.n1975年10且27日号所収。
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どの経済的問題，経済的形態規定の分析が不可欠である。

III 廃物利用の「ニつの節約」をめぐって

マルクスは「生産の廃物の再利用による節約」と区別される「廃物を出さな

いようにする節約」を規定している2目。

『資本主義的コンビナート化』は，これに独自の理解を加え，一方では，同

一部門における「廃物のくりかえし使用」を「廃物を出さないようにする節約」

とみなし，他方では r廃物の再利用Jを化学的加工に対応させ， r廃物を出

さないようにする節約」を機械的加-Lに対応させている。

まず，同一部門における「廃物白くりかえし使用」を「廃物を出さないよう

にする節約」とみなしている部分を検討しよう。第2章第2節「コンビフート

発達町諸段階」にオdいてつぎのようにのべている。

「マノレクメは，廃物 (OTXO，ll)吋l聞の問題主検討して， I司ーの部門あるいは二つり

異なった部門におけるそo二重の利用を指摘している。第-'"場合には，コンビナ

トイ1:;'"創設四ため，種々な部門問。関連の設定の前長がない~_ tは明向である。たと

えば使用された機械油は，あまり重要でなド部分の機械油として，あるいは上質の機

械油を得るための再生D方法によって利用されうるo 古い焼けた型土(加工工業，主

に，鋳物の仕事において〕は，若干の加工(金属部分や，挨，などの除去)田方法に

よって再び生産のために利用しうる。

ソーダ製造(ソルへー法による〉において使用されるアンモニアや炭酸は，再び生

産へもどる。 ι のタイプの廃物 (Oî'XO.n;)利用に当っ ~C':f，二つの場合がありう

る。すなわち， (イ)廃物 (OTXO心はいかなる準備加工もなしに同ーの生産内で利用さ

れうる。(たえは，使用きれた機械計iJ材料〕一ーとの場合には，コンピナート化のあ

らゆる基礎は消滅する。(ロ)廃物 (OTXO瓦〕は，同ーの生産内で，多少の加工によって

利用できる。 この場合!廃物 (OTXO)Uの加工がおこなわれる部門D性格に依存して，

コンピナート化のための若干の技術的基礎が創出される。」即

27) K. Marx， _ 0.ρ.日 t.，Bd. 25， S. 112，邦訳.前掲書，第25巻第1分間， 129ベージ.
28) 11_ r_ &回MllH，ylca3・回'1.， CTp. 60，邦訳a前掲書:， 94-95ページ.
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マルグスによるとされる「廃物の二重の利用」は，引用箇所が不明であるが，

ここでの要旨はつぎのように整理できるであろう。

A 同一部門

a，. くりかえし使用一一→コンピナート化の基礎とならず

a， 加工利用 ↓ 

B 異部門一一→コンビナート化の基礎

このうち， A. 同一部門 al.<りかえし使用が， ["廃物を出さないようにす

る節約」とほぼ同一視されている。

つぎに， ["廃物の再利用」を化学的加工に対応させ， ["廃物を出さないよう

にする節約」を機械的加工に対応させている部分を検討しよう。第 2章第 3節

1 ~資本主義的コンビナートの主要な部門的形態」において w資本論』第 3 巻

第 5章第4節における化学工業の廃物利用制を引用してつぎのようにのべてい

る。

「第一の場合(機械的加工 引用者〉に得られる廃物 (OTXO，国は，通常，当該

の生産の基本的生産物と同 の化学的組成をもっている。これらの魔物(0T:XO.ll)は，

全部の原料が加工されない結果，すなわも全部の原料が労働過程に加わらない結果，

得られるのである。 したがって， この型の廃物 (OTX01Uは， 通常屑物 (6paK) な

のである。仮りに，それらりものが利用されうるとしても，何れにしろ， ずっと効

果は少いのである。この廃物 (OTXO却の利用は，基本的には従属的役割を演じてい

るロJ30)

そして， r資本論』第 1巻第6章""を引用して，つぎのようにのべている。

「機械的加工の場合と化学的加工の場合とり聞に廃物 (OTXO却を得る可能性に著

しい差異がある。機械的加工の廃物 (OTXO，ZJ;)は，著しい程度で，その生産設備の質

に，原料の質に，また個人的な諸条件，労働者の個人的器用さ，その熟練，その技能，

2'::1) K. Marx， op. ciムBd.25， S. 112，邦訳，前掲書，第25~曹第 1 分冊， 129ベ シ u

30) 11. r. 6."'0刷H~ y/fa3. CO'l.， 町 p.87，邦首乙前掲書.， 139ベーク。
31) K. Marx， op. ciムBd.23， S. 219-S. 220， >15訳，前掲書，第四巷第l分附.268へジ。
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などに依存する。よ句熟練な労働者にあ勺ては，あまり熟練でない労働者よりも，得

られる廃物 (OTXO}Uは，より少ない。 これと関連して.生産の基本的問題は，得ら

れるこれらの廃物 (OTXO，lJ.)をできるだけ少くするという点にある。節約は，ここで，

単に廃物 (OTXQ，見。利用によって達せbれるだけでなく，得られる廃物の量の滅少

によっても達せられる。J32>

ここで"?ルクスの「二つの節約」規定が引用され，つぎのようにのべてい

る。

「だが実際は，化学的加工の際に得られる廃物 (OTXOI(!の性格は， 基本酌に，原

料の化学的組成と生産過程自体の技術に依存している。非鉄冶金業における，硫化鉱

の燃腐の際に得られる亜硫酸ガスの量が，主として，その過程の技術，および原料の

化学的組成に依存していることはあきらかである。J33)

以上の内容からあきらかなように，機械的加工が「廃物を出さないようにす

る節約」に対応し，化学的加工が「廃物の再利用」に対応している。さきの指

摘とあわせて r同一部門のくりかえし使用」と「機械的加工」に「廃物を出

さないようにする節約」が限定されている。

しかし，たとえば，鉱石の浮遊選鉱""は，採取率を高めて r廃物を出さな

い上うにする節約」をおこなう機械的かっ化学的加工である。このように，機

械的加工と化学的加工の各々に「二つの節約Jが存存しているのである。

今日では， この他に. r生物的処理J.r物理的放射性処理」なども新たに生

まれており，廃物理論を新たに発展させるべき課題が山積している。

「生産の廃物Jに限定しても， 廃物になる元物質(原料，燃料，補助材料，触

媒，用水，大気)による区分，発生過程〔機械的加工，化学的加工，生物的処理なり

による区分，製品品質と廃物との関係，廃物処理法，廃物の市場問題などにわ

たって，さらに分析を深めるべきであろう。
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IV 方法論上の同国としての均衡論的偏向

『資本主義的ヨンピナート化』における廃物分析を一面的なものにしている

方法論上の問題として，プハーリン的均衡論の影響をみると左ができる。この

均衡論的偏向によって，内容上，相矛盾した記述が存在するにいたってい冶。

第 2章第2節「コンビナート発達の諸段階」において，コンビナートにおけ

る廃物の不足と過剰問題を指摘して，つぎのようにのべている。

「ある部門町一方的縮小ほ，コンビナートの他の請部門を困難な状態におく。なぜ

なら，各部門は他の諸部門から原料を受取っているだけでなく，他D部門に原料を供

給しているからである。したがって，個々り部門間D技術的・生産的比例性(nponop-

1I;I-IOHaJIbHOCTb) V破壊は， コンビナート全体の状態にとくに敏感に反映するのであ

る。

さらに，この種類のコ γ ピナートにとっては， (加工されない〉幾多の廃物 (OT-

xo瓜〕が概して運搬されえず， 一般に取引の対象ですらない(たとえば，非鉄冶金業

工場のガス燃焼〉という事情は，大きな意義をもっている。もしこりような種類の廃

物(町xo，え〕がその企業自身のなかで， あるいは直接にそれに隣接する企業のなかで

利用きれないとするならば，それは一般に利用されないであろう。したがってこ白場

合に，企業家が直面するのは，一一廃物〔明田辺)がその企業の範囲内で経済的に収

益ある利用を得られるほどの規模で基本的生産物の生産を制限するか，あるいは廃物

(OTXO，1l;)の利用を全然止めるかーーというジレンマである080

そして，具体例として，亜鉛生産と製錬方スから回収される硫酸生産のジレ

ンマをあげている。しかしながら，この場合，企業利潤の立場から，硫酸は過

剰になっても主生産物である亜鉛を生産するのが通例である。均衡論の立場か

ら，資本主義的矛盾のあらわれとしての不均衡現象を，この他にも数多くあげ

ることができる。しかし，その不均衡は，たえず資本主義的に「解決」されて

行く。廃物利用の「不均衡」は，企業利潤，利潤率を規準にして資本主義的に

35) 日 r.EJlωMHH， 'yKaa. CO't.， 目p.72-73. -3続R.前掲書:.115ベージ.
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「解決」されて行くのである。このことは，第4章第3節「コンビナート化と

恐 慌Jにおいて，廃物利用製品の価格低下の際には，再利用せずに放出される

という指摘に示されている。

「現在，肥料にたいする需要の著しい減少と，合成アンモニア側からの激烈な競争

とに関連して，アンモニア水り加工はもはや利益をもたらさず，以前のように，それ

を河水へ放流すべきであるという意見がひんぱんに聞かれる。J36)

これは，プリユーミ Y 自身の均衡論的矛盾の指摘の一面性を自ら証明してい

るものである。同様のことが，恐慌と廃物利用にかかわる生産過剰説について

いえる。 w資本主義的コンピナート化』は，一方で，恐慌において，動力の自

立性を確保するために，ガス確保による生産過剰がおこるとして，つぎのよう

にのべている。

「コンビナートが直面するジレンマは，つぎりようなも白 Eある。(イ)コ γ ピナート

化の狭窄の方向に行くか。(ロ)あるいは，銑鉄生産の拡張は，市場。要求白見地からは

是認されないにしても，自らの動力の自立性白維持のために，その拡張の方向に行〈

かである。治金コンピナートがしばしば第二の道に立つという ιとは周知のことであ

るo しかしこれは，他の独占からの自己の動力的，原料的，その他すべての自立性を

維持するという利益が，度々コンピナートをして，その生J産過剰の尖鋭化へ不可避的

に導くような基本的生産物の生産拡張に駆り立てるということを意味している。」叩

しかしながら他方で，熔鉱炉ガス確保のために熔鉱炉高水準生産が生産過剰

を招〈という場合と共に，生産過剰を回避するため熔鉱炉ガスを減少させ，生

産費を上昇させる場合を指摘して，つぎのようにのべている。

「しかし，他方で，銑鉄の巨大な生産過剰の場合における ζの事情は，冶金コンビ

ナートの基本的生産の減少，熔鉱炉ガスの刺用の役割の弱化，コシピナート化の徹底

性<0，引bにあらわれざるをえない。とくに現代田ドイツ鉄冶企業にとって，カス不足

についての，すなわち熔鉱炉生産の著しい縮小と関連しての.ガス需要 (G，凶not)に

36) 11. r. OJIIOMHH， y同 3 叩 h 凹 p.l65.邦訳，前掲書.274ベージー
37) M. r. BJllOMHH， .y脚3 叩 'l.， cTp.168，弗訳，前掲書.280へージ。骨点は引思者.
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ついてのなげきが特徴的である。J88)

以上のように，現実の複雑性，多様性を均衡論的枠組で之らえているため，

廃物利用に対する資本主義企業利潤による規定性を分析できないことはあきら

かであろう。こうした均衡論的偏向はブハーリンの影響によるものと思われる。

たしかに，プハーリ y批判は. w資本主義的コンビナート化』第3章第5節

「コンピナート化と垂直的合同の形成」においておこなわれているが，その均

衡論については言及されていない。この点は，その後のプリ a ーミンの近代経

済学批判においてもみられると指摘されているところである阻〉。

『資本主義的コンビナート化』は，この他，原料闘争と廃物利用叫，軍事化

と廃物利用“〉などの貴重な指摘にもかかわらず，廃物利用の経済的形態規定の

不充分性，廃物利用り「二つの節約」をめぐる一面的理解，方法論上の均衡論

的偏向などのために，コ y ピア トにおける廃物問題を全面的に分析したもの

とはなコていないりである。

つぎに，こうした問題点を含んでいる「資本主義的コンピナート化』が，今

B¥、う公害問題弘どのようにあつかっているのか検討しよう。

V コンビナートと公害

『資本主義的コンビナート化』が，今日 L、う公害問題をあつかった箇所で，

代表的なものを検討しよう。

第 l章第4節「コ γ ピナート化と技術的発達」において rコンビナート化

の発達は，事実上，有害な生産と無害な生産の差異の撤廃をもたらす」として，

38) 11. r. EJlIOMHH， yKa3. CO'l.， crp. 165-166，邦訳，前掲書， 275-276ヘジロ
39) 岩崎允胤『現代社会科学方法論り批判~ (1965包 23-24ベ ジ〉は， ζの点についてつぎのよ

うにのべている。「プリユーミンの『ブルジョア経済学批判j(本稿注lであげた最後の本 引
用者〉をみるL プハーリソのノごヴzルグ批判にはあえて言及することな<(プハ リンの一定
の功績の事実上。無祖)したがって当然また右に指摘したようなプハーりンの近代経済学批判の
欠陥にも何ら言及されていないばかりか，そもそも，プリュ ミγ 自身が数理眠批判の曲論を
述べた章「経揖学における数学的方法について」でも，またワルヲス批判の独立り章でも「均衡」
の問題は全熱主題として提起されい、ない。J

40) 11. r. EJlIOMlIH， ylC，四国管， CTp. 40， 151，劃唱R.前掲書， 61， 250ページQ

41) l1. r. EJIIQMlIH， y叩 3.叩 h 口p.45， 151，邦訳，前掲曹:， 71. 251ペー三九



プリュ ミンのコシピナート論における廃物問題 (146) 43 

つぎのようにのべている。

「コ γ ピナート化の基礎にある技術的諸傾向は，その生産過程で直接に仕事をして

いる労働者にとっても}また周囲の住民にとっても，労働の健全化と生活諸条件の改

善との要因である。問題は，その最も発達した形態におけるコンビナ ト化が，幾多

の有害な廃物 (OTXO.lUの捕捉と， 生産過程におけるその利用とに関連していること

にある。たとえば，穿鉄冶金業と首if.敵生産とりコンビナー卜化は，労働者や周囲の住

民の健康に悪い影響を及ぼL 工場地区にあるあらゆる植物を害する亜硫酸ノfスの排

出に関連した幾多の有害な結果の清算へ導くのである。」山

第 2草第2節「コンピナート発達田諸段階」ても，同様に，廃物利用による

無害化不要論がのべられている。

「多〈の場合に，廃物 (OTXO，却の加工の欠如のもとで，企業は廃物(町'XO.lt)を

運び出したり，それを無害化するため多〈の費用を費やさなければならない。たとえ

ば，高炉津は，治金一仁場の庭に積みあげらわ，それを運町出きれなければならない。

製鋼工場の亜硫酸ガスは，工場地区のあらゆる植物を害する〔その他，それは建物の

堅固性にも影響を及ぼす〕のであヲτ，これらのガスを多くの場合，無害化しなけれ

ばならなし、。J43)

以上によれば， コンピナートの発達によって，今日いう公害がなくなるかの

ようである。しかし. w資本主義的コンビナート化』は，他方で，つぎのよう

にものべている。

「しかし，労働の健全化り利害が，資本主義的コンビナート化の発達の上で，その

刺激的役割を演じていることが最も少い ζ とは明白である。なぜなら，資本家の2吉本

的課題であるのは，最大限の剰余価値量の獲得であり，労働諸朱件の改善ではないか

らである。事実，コ γピナート化。基礎にあるこれらの技術的諸傾向の資本主義的利

用は，これbの技術的諸傾向を，労働諸条件の著しい悪化の要因に，労働者階級にた

いする資本田攻盤の要因に転化さをている。」ω

42) 11. f. BJl即 MtHf， Y剛 3山 '1.， I.Tp.47，邦訳，背骨骨書， 73-74ヘ ジ0

43) l1. r. BJlIOMlIH， yr<a3. co't.， cTp.66，邦訳，前掲書， 104ベジ。
44) y!. r， OJlωMHH， yKaa. CO'(.， cTp.47，邦訳，前掲書， 74へージ。
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だがしかし w資本主義的コンピナート化』は， コンピナートが廃物利用を

大規模におこなっているにもかかわらず，廃物を大規模に排出している問題を

統一的には説明していなし、。

この問題の解明には「不変資本充用上の節約」の視点から，コンピナートに

おける廃物利用を全面的に分析することが必要である。

以下，私見をのべてみたい。

具体例として，主に今日の銑鋼一貫製鉄コンピナートによる大気汚染をおい

て検討しよう。

①「生産の集積」と巨大化による排出廃物の大量性，集中性，複雑危険性

銑鋼一貫製鉄所成立による「経営結合」の利益である，①燃料節約，②中間

運輸費節約，③共通設備費節約，が「不変資本充用上の節約」であることはす

でにみたが， この「コンビナート化はそれ自身生産単位の大きな巨大化」引を

示Lている。今日の巨大化は，すでに超巨大化ともいうべき水準にあるが，巨

大化自体も「不変資本充用上の節約」の一つである<6'。

「生産の集積J，巨大化からの帰結は， 排出廃物の割合が少くても， 排出絶

五主主主が大規模なものとなると主である。そして， との廃物が， I生産の集積』

によってな地した狭い象会泡に集中白に排出されることになる。 I廃物の再利

用」は「不変資本充用上の節約」であり，生産費を低減させるかぎりにおいて，

あらゆるかたちで追求されるが，廃物処理費用がかかり，廃物の元物質の価格

水準が低く，再資源化したもの、の市場性がない場合には，鉱津の例でみたよう

に，無害化に必要な「公害防止設備」が「不変資本充用上の節約」として徹底

的に節約されるのである。とくに，巨大化によって，極端なまでに高まった資

本の有機的構成の高度化による利潤率低下圧力のため， i不変資本充用上の節

約」が一層追求されるのである。

コンビナ-1-は，多種の産業部門が結合され，工程も複雑化しており，そこ

45) 11. r. EJllOMHH， yκ'a3. oo'l.， CTp. 114，邦訳，前掲書.187ベージ.
46) 拙稿， I巨大装置の“技術の経済芋"的分析J. ，科学史研究.!I124号. 1977年.
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から排出される廃物も複雑化1.... r廃棄される残余排出物は悪質で価値ベース

にのらないものとなる傾向J'りがある。通産省の調査'"によれば. 75年度にお

いて，使用済触媒を資源化できない要因は，技術がないもの 31.4%. 採算がと

れないもの 68J百，量がまとまらないもの 0.6%と，経済性から資源化されてい

ないものが過半を占めている。つまり，触媒価格水準，再資源費用の問題が最

大のものであり， コンビナート化によって解決できる可能性がある「量がまと

まらないもの」はほとんど皆無に等しいのてある。

②工程甲高圧，高温，高速化による公害(煤じん， SO)(， NOx.重金属汚染なじ

石油化学コンピナ 卜や製鉄ヨンピナートのように，原料の第一次加工段階

(素材供給?では，速く，良い品質を，安〈供給することが，競争上，不可欠と

なっている。これは，資本の回転率を上げ. r原料の良き」によって「不変資

本充用上の節約Jをおこない，利潤率を上げるためであるが， このために，製

造工程の高圧，高温，高速化技術が導入され，新たな廃物が生み出されるよう

になる。

製鉄コンビナートでいえば，高圧熔鉱炉操業のために炉床での煤じんが激化

し， 高温熱風炉のために NOxが発生し， 圧延高速高温化用の重油のために

SOx. NOxが発生し， 製鋼時間の高主化用の酸素製鋼が「赤い煙」という酸

化鉄，煤じん発生を激化させた。

石油化学コ γピナートも同様で，工程の高圧，高温，高速化が同時に災害発

一生要因にもなっている。高圧，高温，高速化する工程技術にたいLて新たに生

まれる廃物を回収，無害化する設備は追いつかず，高圧，高温，高速化のため

の設備投資は資本の有機的構成を高め，利潤半を低下させるので r不変資本

充用上の節約」を一層おしすすめ. r公害防止設備」を徹底的に節約し，公害

を激化させるりである。

47) 戸田慎太郎『現代資本主義論~ 1976年.204ページ固なお.戸由民は@についても指摘されてい
る.①については， すでに中村剛治郎民の指摘がある。(中村剛治郎， 月丑代産業公害研究り視
点『コンビナートと公害H W大1阪市大論集~ 20号. 1974年〉。

48) 通産省「使用済触世の処理および資源化について IW産業と環境~ 1976年9且号.
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①原料， 補助材料の改良による『不変資本充用上の節約」にともなう公害

(煤じん SO::<，NOxなど)

今日， コンビナートが基礎素材供給部門となっているため， コンピナートで

は大量の原燃料が桑卒金魚される。 このため， 原料， 補助材料の改良による

「不変資本充用上の節約」押リこともなう公害が激化する。

右油化学コンビナート，製鉄コンビナートの最大の燃料源である，低価格，

流体の重油使用にともなう，大量0) SOx， NOxが発生する。製鉄コンビナー

トにおける鉄鉱石事前処理，コークス製造にともない，原料ヤード，焼結炉，

コーグス炉などからの SOx，NO:k，煤じんが発生する。 r公害防止設備」の

防じん，脱硫，脱硝設備のうち，防じん設備は有価廃物回収設備としての性格

もあるが，脱硫，脱硝設備は，現在の左とろ，市場関係の制約で，有価廃物回

収設備としての性格はうすい。したがって，原料，補助材料の改良設備によっ

て資本の有機的構成が高まり， 一層「不変資本充用上の節約」が追求され，

「公害防止設備」が節約されるのである。

④自動化，連続化のための電力需要による公害、

今日のコンピナートは，装置産業が多<.工程め多くが自動化，連続化され

ている。このための電力需要は膨大なものとなる。製鉄コンピナートでは，一

部自家発電しているが，大部分が動力費の節約，すなわち「不変資本充用上の

節約」のために，コンビナートの共同火力発電所から大量の電力供給をうけて

いる。コンビナートの火力発電所は， 石炭の場合， 煤~ん， NOx，重油の場

合， SOx， NOxの一大発生源となっている。 そして，その防止設備について

は③t同様である。

以上のように rコンビナートと公害」士分析するためにはw コンビナー!

の技術上司藷特質を，素材と経済的形態規定を統 して分析し，とくに「不変

。〕 前掲拙稿参照。



フりューミ γ申コンビナート論における廃物問題 (150) 47 

資本充用上の節約」視点を一層具体化することが求められている。


